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次の問題Ⅰおよび問題Ⅱについて答えなさい。

問題Ⅰ

子どもの外遊びは，身体性，自発性，社会性，創造性を育む上で重要な役割を果たすと言われている。

しかし近年，ライフスタイルや地域コミュニティ，居住環境の変化などにより，外遊びの場やそのきっ

かけが減少している。その対策として新しい遊び場をつくるだけでなく，既存の公園，道路，空き地な

どの空間を活かした新たな取り組みが生まれている。また，外遊びを促す活動や，外遊びに対する地域

での認識を変えようとする取り組みなどもある。

住宅地において子どもの外遊びの場やそのきっかけを増やすためにはどのような対策が考えられるか，

子どもだけでなく多様な住民の観点も含めて，あなたの考えを具体的に５００字程度で述べなさい。
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問題Ⅱ

次の図は，我が国における２０００年度と２０２２年度の物質フローを示したものである。各年度の図の左側

部分で輸入資源の輸入量や国内資源の投入量，循環利用量などを示し，右側部分で社会に蓄積された量

や廃棄物の発生量，最終処分量などを表している。この図から読み取れる変化を簡潔に説明したうえで，

その変化を踏まえ，今後の日本社会が持続可能な発展を実現するためにどのような取り組みを進めてい

くべきか，あなたの考えを６００字程度で述べなさい。

※１：含水等：廃棄物等の含水等（汚泥、家畜ふん尿、し尿、廃酸、廃アルカリ）及び経済活動に伴う土砂等の随伴投入（鉱業、建設業、上水道業の汚泥及び鉱業の鉱さい）。
資料：環境省

図 我が国における物質フロー（２０２２年度）
出典：環境省編 令和７年版 環境・循環型社会・生物多様性白書 第２部 各分野の施策等に関する報告 第３章

循環型社会の形成 p.１５２
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